
 市民文化会館からのお願い　新型コロナワクチン集団接種会場が開設されているため、 1階入り口付近が混雑しています。 ホール ・ 練習室 ・ 会議室の利用や申し
込みなどでご来館の際は、 2階入り口からの入館をお願いいたします。 � 【市民文化会館☎(85)1123】

もっと知りたい

産業振興課道の駅整備推進担当

�「C
チ ョ イ ス

hoice!�C
チ

HIG
ガ

AS
サ

AK
キ

I」は、 茅ヶ崎の魅力の発信とイメージ向

上を目指すオリジナルブランドです。 2020年2月に認定した第1回

「Choice!�CHIGASAKI」の20品目を通してもっと市の魅力を感じて

もらおうと、 「Choice!�CHIGASAKI　茅ヶ崎オリジナルブランドから

ひもとく茅ヶ崎らしさ」を発行しました。

公式

新
博
物
館

新
博
物
館

新博物館

Zoomで開催

姉妹都市ホノルル市民ツアー
ホノルル市・郡姉妹都市交流委員会、秘書広報課姉妹都市担当

姉妹都市ホノルルを多くの方に知ってもらおうと、 2014年から開催

されてきたホノルル市民ツアー。 新型コロナウイルス感染症の影響で現

地に行けないため、 今年はオンラインにて実施します。

現地ガイドによるホノルル市内のまち歩きや

ホノルル市庁舎への訪問の他、 お土産もご用

意。 オンラインでお手軽にホノルル旅行をお楽

しみください。

※�新型コロナウイルス感染症の影響により市民ふれあいプラザでの

視聴は中止する場合があります

ホノルルの「今」をお届け

申し込み
専用ページ

日時 �１２月１８日（土）１０時～１２時

場所 �①市役所本庁舎市民ふれあいプラザ②自宅など

対象 �市内在住・在勤・在学の方①50人②100人〈申込制（先着）〉

申込 �11月26日（金）までにホノルル市・郡姉妹都市交流委員会

　　　　事務局（株式会社旅コレクション）申し込み専用ページで

ほか �費用2000円。 お土産付き

毎年12月にクリスマスの装飾が
施されるホノルル市庁舎

渡部敦寛（市職員）
4月に学芸員として
採用された新人職員

20人の認定事業者に話を聞いて作成した冊子は、

それぞれの認定品目や茅ヶ崎への思い、

誕生エピソードなどがつまっています。

この機会に「茅ヶ崎らしさ」を再発見してみ

ませんか。

茅ヶ崎への思いがつまった一冊

その他、店舗情報や地図も掲載

　同冊子は、 市ホームページからダウンロード

できる他、 数量限定で市役所産業振興課、

市内公共施設、 ＪＲ茅ケ崎駅自由通路内の観

光案内所、市観光協会などで配布しています。
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文化資料館☎(85)1733

いるのですか。

これは液浸

標本といって、

生きものの保

存手段として

一般的に使わ

れています。

液体はエチルアルコールやホルマリン

などで、 次第に色が抜けてしまいます

が、　最近は色を残す研究も進んでい

ます。

新博物館でも、 本来の色のままの

標本が並ぶようになるかもしれませ

んね。

で卵から生まれ、 河口で幼生から稚

ガニになって、 成長しながら川をさか

のぼり、 成体になると淡水で暮らしま

す。 やがて再び河口へ下り、 繁殖し

ます。 海から川にかけて段差などが

なく、 往来しやすい環境が必要です。

茅ヶ崎では小出川や千ノ川などで確

認されています。

海や川など多様な自然環境に恵ま

れた茅ヶ崎ならではの生きものとい

えますね。 新博物館では、 こうした生

きものについても紹介していきたい

です。

ところで、 この標本は液体に入って

2022年度中に堤で開館予定の「(仮称)茅ヶ崎市歴史文化交流館」。

今後予定している展示や活動の紹介を通して、 市の自然や歴史、 文化

について新人学芸員と一緒に学んでみませんか。

第3回 海で生まれ、川で暮らす「モクズガニ」
連載第３回は、茅ヶ崎に暮らす生きものから、

海と川を行き来する「モクズガニ」を紹介しま

す。

文化資料館勤務の馬
ま

谷
や

原
はら

です。 自

然分野を担当して11年になります。

さて、 右の写真は

モクズガニの標本です

が、 どこにすんでいる

か分かりますか。 　

海でしょうか。 少し

大きいですね。

モクズガニは、 海と川を行き来す

る「回遊性」のカニです。 河口や沿岸

馬谷原

馬谷原

馬谷原

渡部

渡部

渡部

甲幅（甲羅の横幅）約7.5cm
のモクズガニ

モクズガニの
標本

馬谷原武之(市職員)
文化資料館勤務11
年目の先輩学芸員

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
・
紅
葉
」

〈
茅
ヶ
崎
市
〉

茅
ヶ
崎
の
海
が
作
り
出
す
自
然
と
文
化

　
茅
ヶ
崎
の
シ
ン
ボ
ル
、「
え
ぼ
し
岩
」。
正
式

名
称
は
姥う
ば

島じ
ま

と
い
い
ま
す
。
大
小
50
個
以
上

か
ら
な
る
岩
礁
群
で
、
最
大
の
岩
の
形
状
が

烏え

ぼ

し
帽
子（
昔
の
公
家
の
か
ぶ
り
物
）に
よ
く
似

て
い
る
た
め「
え
ぼ
し
岩
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
豊
か
な
漁
場
と
し
て
海
産
物
を
も
た
ら

す
だ
け
で
な
く
、
観
光
名
所
と
し
て
の
魅
力

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ご
つ
ご
つ
と
大
き

く
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
外
観
を
よ
り
近
く

で
楽
し
み
た
い
と
、
周
遊
船
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

Ｓサ
ッ
プ

Ｕ
Ｐ
な
ど
を
す
る
人
で
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
古
来
、
人
々
が
え
ぼ
し
岩
に
魅
了
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
平
安
時
代
の
和
歌
か
ら
う
か

が
え
ま
す
。
例
え
ば
、
京
都
の
公く

卿げ

近こ
の
え衛
某な
に
が
し

の
和
歌「
相
模
な
る
小
和
田
が
浦
の
姥
島
は
　

た
れ
を
ま
つ
や
ら
　
ひ
と
り
ね
を
す
る
」。
京

都
か
ら
地
方
へ
向
か
う
際
、
一
面
広
が
る
海
に

浮
か
ぶ
え
ぼ
し
岩
に
京
都
で
待
つ
人
を
重
ね

合
わ
せ
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
こ
の
歌
は
、
伊
豆
漁
民
と
小
和
田

村
民
と
の
え
ぼ
し
岩

周
辺
の
領
有
地
を
め

ぐ
る
争
い
の
際
に
一

役
買
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
も

変
わ
ら
ず
海
に
佇
ん

で
い
る
え
ぼ
し
岩

は
、
四
季
を
問
わ
ず

茅
ヶ
崎
の
自
然
と
文

化
を
私
た
ち
に
感
じ
さ
せ
ま
す
。

問
合
　
秘
書
広
報
課
広
報
担
当

〈
藤
沢
市
〉

秋
空
の
下
を
彩
る
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス

　
秋
の
代
表
花
で
あ
る
コ
ス
モ
ス
は
、
早
い
も

の
は
7
月
下
旬
か
ら
見
頃
を
迎
え
、
地
域
や
品

種
に
よ
っ
て
は
11
月
中
旬
ま
で
長
期
に
わ
た
り

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
藤
沢
市
内
の
コ
ス
モ
ス
は
10
月
中
旬
が
見
頃

で
、
例
年
多
く
の
方
が
訪
れ
秋
を
堪
能
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
遠
藤
地
区
で
は
、
2
0
0
5

年
か
ら
景
観
形
成
の
た
め
遊
休
農
地
を
活
用

し
、
市
内
の
若
手
農
業
者
団
体「
さ
が
み
農
協

藤
沢
市
青

少
年
藤
友

会
」が
コ

ス
モ
ス
を

育
て
て
い

ま
す
。
湘

南
大
庭
地
区
で
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
藤
沢
市

と
さ
が
み
農
協
藤
沢
市
農
業
経
営
士
協
議
会
、

若
者
し
ご
と
応
援
塾
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
ふ
じ
さ
わ

が
連
携
し
て
コ
ス
モ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。
両

地
区
と
も
に
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
コ
ス
モ

ス
が
畑
い
っ
ぱ
い
咲
き
乱
れ
、
風
光
明め
い
媚び

な
景

色
を
観
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
ふ

れ
あ
い
・
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
合
　
藤
沢
市
農
業
水
産
課
農
政
担
当

☎
0
4
6
6（
50
）3
5
3
2

〈
寒
川
町
〉

緑
に
囲
ま
れ
た
宮
山
緑
地 

弁
財
天
が
祭
ら
れ
た
池

　
寒
川
小
学
校
北
側
の
坂
の
途
中
に
、
か
つ

て
湧
水
を
た
た
え
た
池
が
あ
り
ま
す
。
中
央

に
弁
財
天
を
祭
っ
た
石
の
祠
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
弁
天
池
」「
弁
天
さ
ん
」と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら

地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
湧
水
が
豊
富
に
出

て
お
り
、
こ
の
池
を
整
備
し
、
弁
財
天
を
祭
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
池
の
中
に
は
三
つ
の
島
が

あ
り
、
当
時
の
弁
財
天
は
木
で
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
池
は
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
付

近
の
田
畑
を
潤
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
宮
山
村
の
概
要
を
記
し
た「
村
明
細
帳
」

に
は「
溜
池
一い
っ
た
ん反
二ふ
た
せ畝（
約
1
2
0
0
平
方
メ

ー
ト
ル
）」と
記
さ
れ
て
い
て
、
幕
末
の
宮
山
村

の
絵
図
に
も
渦
巻
き
状
の
池
の
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
池
の
周
り
は
多
く
の
木
々

に
覆
わ
れ
、
秋
の
紅
葉
が
楽
し
め
る
安
ら
ぎ

の
散
策
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
　
寒
川
町
広
報
戦
略
課
広
報
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
担
当
☎
0
4
6
7（
74
）1
1
1
1

えぼし岩と富士山

宮山緑地 コスモス（湘南大庭地区）

ゆかりの人物館では芸能史を巡る展示を、 開高健記念館では開高が

執筆したベトナム戦記をテーマにした企画展を行います。

市内に残る資料やゆかりの人物から、 茅ヶ崎の芸能の起源や、 今も伝

承され愛される郷土芸能、 民衆を楽しませた大衆芸能、 伝統の古典芸能

との関わりをご紹介します。

１９６５年、 カメラマン秋元啓一と共に南ベトナム全

土を従軍取材していた開高は、 南ベトナム解放民族戦

線に包囲され、 死を覚悟し秋元と遺影を撮り合います。

当時を伝えるベトナム戦争の全記録をご紹介します。

開館時間  金・土・日曜日、祝日の１０時～１６時30分（入館は１６時まで。年末年始は休館）

場所  茅ヶ崎ゆかりの人物館・開高健記念館（東海岸南６-６-６４）

ほか 観覧料各館200円（2館共通300円。 高校生以下、 １８歳未満は無料）

人物でみる茅ヶ崎と芸能 茅ヶ崎ゆかりの人物館☎（81）5015

開高健記念館☎（87）0567

茅ヶ崎ゆかりの人物館・開高健記念館

茅ヶ崎の芸能史巡りとベトナム戦記
文化生涯学習課文化推進担当

10/29（金）
▼

２０２２年

3/27（日）

市民の活動だより　

ちがさき市民活動サポートセンター

☎（88)7546

活動日  毎週①水曜日15時30分～、 土曜日9時30分～

②金曜日15時30分～いずれも２時間

場所  ①下赤羽根自治会館(赤羽根377)

　　　　②「子ども未来塾～創
つくる

」想
そうげつ

月庵
あん

(赤羽根41-6)

問合  ☎（51）9293、 kodomoha.mirai@gmail.com

　「地域で育てる地域の子ども」という

考えから、 近隣の小学生と中学生を

対象に、 無償の学習支援活動をして

います。

子ども未来塾

子ども未来塾

現在は参加できる人数を半分に

子どもたちは学年を越えて話し、 保護者同士はあいさつを交わす和気

あいあいとした教室は、 勉強をする場としてだけでなく、 地域交流の場に

もなっています。 夏休みなどは教員志望の大学生や元教員も手伝い、 宿

題のサポートや進級に向けた復習を丁寧に行います。

未来ある子どもたちの役に立ち、 必要とされることが喜びです。 体験や

見学、 地域で同様の学習支援を行いたい方はご連絡ください。

未来ある子どもたちに丁寧な支援を

長谷川秀喜

代表

開高健と秋元啓一
「ベトナム戦記」の全頁にキミがいる

前線で死を覚悟した開
高(写真：朝日新聞社)
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11/6（土）～11/14（日） 9日間

選択方式
.5

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ


